
 

【定時制】 平成 29 年度 学校評価 

     

 視点 １年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 

学校関係者評価 
総合評価 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育 

課程・ 

学習 

指導 

ものづくり

をベースにし

た定時制総合

学科の特色を

活かし、多様

な単位修得機

会の充実と基

礎的な学力の

定着を推進す

る。 

①外部との連携を図

り、校外講座、技能

審査、実務代替、ボ

ランティア活動、イ

ンターンシップ、定

通併修などの取組み

をきめ細かく支援す

る。特にインターン

シップは受入先の開

拓に努める。 

②生徒が主体的・協

働的に取り組む機会

を授業の中で効果的

に取り入れる。 

①多様な生徒にきめ細

かく対応し、多くの生

徒が単位修得に向けて

様々な取組みを活用す

ることができたか。

（多様な単位修得の状

況、アンケート結果

等） 

②生徒が充実感を持

ち、基礎的な学力の定

着を図ることができた

か。（アンケート結果

等） 

①生徒それぞれの把握に

努め、ひとり一人の状況

に応じた単位修得の手段

を提供している。 

インターンシップは仲

介業者と連携しさらに発

展する基盤を作った。 

②新学習指導要領に示さ

れる「主体的、対話的で

深い学び」を意識した授

業内容にシフトするため

の研究を教員個々はもと

より、組織的に実践して

いく。 

①生徒ひとり一人の

状況を把握し、それ

ぞれの生徒にあった

指導を継続する必要

がある。 

単位修得の様々な

手段を生徒によりわ

かりやすく提供して

いく必要がある。 

②授業見学等の機会

を増やし、教員がお

互いに授業改善に努

めていく必要があ

る。 

〇評価の手段であるアン
ケート自体の実施に言及

されたい。評価の数値化
が困難ならば、行動の変
容・状態等を追記するこ

とが適当である。 
〇多様な生徒に対し単位
修得の手段を提供し、３

修制を活用できるのは良
い。 
〇生徒の現状把握を強化

して、単位修得指導はも
ちろん、生徒自身が広い
視野に立ち、進路に対す

るこだわりや意欲を持っ
て目標達成に向かう姿勢
を育ててほしい。 

〇「＋α」の勉強をした
い生徒の支援も考えてほ
しい。 

〇校外講座、技能審査、
実務代替、ボランティア

活動、インターンシッ
プ、定通併修などの単位
修得の手段を提供するこ

とができた。 
インターンシップにつ

いては、今年度より本格

的に行い、仲介業者との
連携の基盤を構築するこ
とができた。 

〇生徒による授業評価ア
ンケートを定期的に行
い、生徒の状況把握に努

めた。アンケート結果を
参考に、授業改善を行っ
た。 

〇生徒の状況把握を行
い、「主体的、対話的で
深い学び」を取り入れた

授業展開に努めた。 
 

〇生徒の状況によ

り、利用できる単

位認定の機会が異

なるため、様々な

手段を提供できる

ようにすることが

必要である。 

〇「主体的、対話

的で深い学び」を

取り入れた授業展

開を進めていくた

めに、教員間での

授業改善への取組

を継続していく必

要がある。 

２ 

生徒 

指導・ 

支援 

「豊かな社

会性の育成」

ならびに「組

織的な教育相

談 体 制 の 充

実」 

①生徒相互の協力と

主体的な活動を支援

し、生徒会活動・部

活動及び学校行事の

さらなる充実を図

る。 

②教育相談コーディ

ネーターを中心とす

るケース会議を適宜

行い、支援が必要な

生徒の情報を共有す

るとともに、SC・

SSW との連携を強化

し、生徒がより良い

学校生活を送ること

が出来るよう適切な

支援を行う。 

①部活動や学校行事は

活性化されたか。（部

活動加入率及び活動実

績、行事参加率及びア

ンケート結果等） 

②特別な支援が必要な

生徒に適切に対応し、

改善を図ることができ

たか。（SC・SSW の活

用度等） 

①ＨＲ等で各行事への参

加を呼びかけ、行事終了

後には振り返りアンケー

トを実施して生徒の意見

を求め、新たな企画を募

集している。 

年度途中で、随時部活

動の紹介や終業式等で大

会結果の表彰を行い、生

徒へのアピールを続けて

いる。 

②毎月の教育相談定例会

を有効活用し、SC・SSW

による個別生徒への具体

的支援を関係教員にダイ

レクトに伝えるシステム

ができている。 

①生徒数の減少とと

もに部活動や学校行

事への参加が低下し

ている。引き続き、

年度当初、途中、終

業式等での生徒への

働きかけや工夫を凝

らしたイベントを考

えたい。 

②教育相談定例会を

中心に、SC・SSW と

の連携がとれてい

る。各担任も直接

SC・SSW に相談でき

る雰囲気が整ってい

る。今後は保護者と

の連携を重視した

い。 

 

〇目標到達に向けた進行

状況が確認でき、その効
果が期待できる。 
〇磯工祭への積極参加は

毎年良いと感じている。
部活動参加生徒が減少傾
向にある中で、素晴らし

い成績を残していること
に驚いた。 

〇生徒数の減少傾向は深

刻。入学者数の獲得に向

けて対策を講じる必要が

ある。入学した生徒を卒

業まで導く支援強化も忘

れてはならない。 

○学校行事や部活動にお

ける今年度の実績は概ね
満足できる。次年度へ向
けてさらなる取り組みが

求められている。 
○教育相談の環境が整え
られた。職員や SC・SSW

のメンバーが入れ替わっ
ても組織としての対応を
継続させる。 

○生徒が参加しや

すい学校行事を企

画する必要があ

る。生徒会を中心

に生徒の活発な意

見を取り入れた

い。 

○生徒数の減少は

定時制全体の問題

であり、入学者の

増加は難しい。ご

指摘の通り、入学

した生徒を卒業ま

で導く生徒支援の

強化に努めたい。 



 【定時制】  

 視点 １年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 

学校関係者評価 
総合評価 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 

進路 

指導・ 

支援 

キャリア教

育と進路指導

の 充 実 を 図

る。 

①消費者教育及び政

治参加教育を含めた

キャリア教育を推進

する。 

②ガイダンス機能を

さらに充実させ、外

部機関との連携を積

極的に拡大して、生

徒個々の進路希望実

現に向け、支援す

る。 

①「社会とかかわる

力」は身に付いたか。

（アンケート結果等） 

②就職・進学の進路実

現を図ることができた

か。 

①「産人」「総合」等の

ガイダンス的授業ととも

に、各年次において時宜

に応じた様々な講座を実

施している。 

②就職・進学等生徒それ

ぞれの進路希望実現に向

けて、取り組んでいる。

特に面接指導や作文指導

はきめ細かく実践でき

た。 

①生徒の状況にあっ

た講座等の検討を進

めていく必要があ

る。 

②生徒それぞれの進

路希望の実現にむ

け、よりきめ細かく

取り組んでいく必要

がある。 

〇アンケート結果に言及

されたい。 
〇面接・作文指導はきめ
細かく実施とあるが、さ

らに課題として「よりき
め細かく」とは具体的に
何か。 

〇１～４年次全体に外部
講師による面接指導等、
きめ細かい対応は定時制

の良さである。働きなが
ら学び、進学する生徒も
いて素晴らしい。 

〇職場見学等、きちんと
した態度で実施できるよ
う、事前の個人指導も必

要である。 

○「産人」「総合」等の

授業において、消費者教
育など様々な講座を実施
することができた。講座

ごとの提出物（アンケー
トも含む）によると講座
の内容を理解しているこ

とや今後考えていきたい
と思っている生徒が多く
いることがわかった。 

○生徒一人ひとりにあっ
た面接指導や作文指導を
放課後等の時間を活用

し、行うことができた。
生徒が安心して就職試験
等を受けることができる

ように取り組むことがで
きた。 

〇生徒それぞれが

授業を通して、考

えることができる

ように様々な講座

を継続して行うこ

とが必要である。 

〇様々な進路希望

に対応するため

に、生徒の状況把

握を常に行ってい

く必要がある。 

〇生徒への丁寧な

説明を行い、生徒

が相談できる環境

をより整備してい

く必要がある。 

４ 
地域等と 

の協働 

保護者や中

学 校 ・ 地 域

（町内会）に

本校の教育活

動を積極的に

広報し理解を

求め、双方の

連携・協働を

活発にする。 

①中学校や地域の諸

機関等との連携を密

にするとともに、情

報発信を工夫して学

校案内や生徒支援の

充実を図る。 

②ＰＴＡ活動を活性

化させ、保護者の学

校行事への参加・協

働を推進する。 

①広報活動を充実さ

せ、学校生活等につい

て志願者に丁寧に説明

することができたか。

また、地域と連携し教

育活動の充実にいかす

ことができたか。 

②文化祭や校外行事へ

の保護者の参加・協働

を推進することができ

たか。                                                                    

①学校案内のパンフレッ

トを作成し、学校説明会

で配布するとともに、来

訪者に対し説明を行って

いる。また中学校訪問を

行う中でさらに地域との

連携を強め、本校の教育

活動の理解と充実に努め

る。 

②地域貢献活動への参

加、文化祭の出店を通

し、保護者の参加・協働

を推進することができ

た。今後の年度内の行事

でも引き続き保護者の参

加を呼びかけていく。 

①今年度はパンフレ

ットを年度の早い時

期に作成し、より最

新の情報を提供する

ことに努めた。また

近隣の中学校を訪問

するとともに、個別

の見学希望者にも丁

寧に対応する。 

②通知の配布等を通

して、より多くの保

護者の参加を呼びか

ける。また学校行事

を見学しやすい雰囲

気をつくる。 

〇パンフレット早期作成

は広報活動の充実におい

て評価できる。 

〇保護者の学校行事への

参加・協働が実践されて

いる。定時制の良さが地

域や中学校に伝わるとよ

い。 

〇見学者が来校したとき

の印象は重要なので、授

業に取り組む意識づけを

普段から指導してほし

い。 

〇パンフレットを早期に
作成することにより、中

学生や受検予定者の、進
路決定に際し、有用な情
報を提供することができ

た。 
〇保護者に学校行事への
参加・協働を呼びかける

ことにより、学校と保護
者の連携・協力を進める
ことができた。 

〇普段の授業の様子も見
てもらえるような雰囲気
づくりを行っていく。 

〇次年度も同様に

年度の早い時期に

学校案内パンフレ

ットを作成する。 

〇保護者や地域の

方々が見学・参加

可能な行事が他に

もあるか検討し、

連携・協働をさら

に進めていく。 

〇学校へ行こう週

間を利用しての授

業見学を呼びかけ

ていく。 



 

 

 視点 １年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 

学校関係者評価 
総合評価 
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５ 

学校 

管理・ 

学校 

運営 

事故・不祥

事 を 防 止 す

る。 

校 内 の 施

設・設備の安

全 性 を 高 め

る。 

①「事故・不祥事ゼ

ロプログラム」に則

って、職員研修や啓

発活動等を適宜実施

し、継続的な注意喚

起を推進する。 

②既存の施設・設備

の転倒防止措置を徹

底するとともに、校

内の危険箇所を総点

検し、不慮の事故防

止を推進する。 

①「事故・不祥事ゼロ

プログラム」を効果的

に実施し、事故・不祥

事を防止することがで

きたか。 

②施設・設備の安全対

策を強化することがで

きたか。 

①職員会議に併せて職員

研修を行い、事故・不祥

事の防止に努めている。

今後も引き続き職員研修

や啓発活動を行ってい

く。 

②校内に貼っている蓄光

テープの破損箇所を点検

し、貼りなおしの要不要

を検討している。今後も

施設・設備の点検を行

い、安全対策を図ってい

く。 

①講義形式に加え、

協議・演習も取り入

れることによって、

よりすすんだ職員研

修への参加を促して

いく。 

②蓄光テープは高価

なため、貼りなおす

必要がある箇所を精

選する。並行して施

設・設備のこまめな

安全点検を行ってい

く。 

〇蓄光テープ点検による

事故防止は評価できる。

転倒防止措置の徹底はど

うだったか。 

〇今後も職員研修や啓発

活動を継続し、事故・不

祥事防止に努めて頂きた

い。 

〇問題行動については保

護者と連携し、きちんと

対処する。家庭訪問等に

よる粘り強い指導を継続

することが重要である。 

〇生徒数の変動等に伴
い、教室のロッカー移動
が毎年必要なため、固定

が難しい箇所があるが、
転倒防止を含めた安全対
策を今後も検討していく

必要がある。 
〇職員研修を通して事
故・不祥事防止に努め

た。 
〇問題行動が起きた際の
家庭との連携について意

識した学校運営を行う必
要がある。 

〇棚等の備品を必

要以上に高く積み

上げないよう呼び

けることも含め

て、安全対策を考

えていく。 

〇職員研修を引き

続き実施してい

く。 

〇問題行動に迅速

に家庭と連携して

対応できるよう

に、日頃から学校

行事への参加・協

働を呼びかけるな

どして保護者や地

域との結びつきを

より強くしてい

く。 


